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第１図と第２図は、吾妻山周辺の GNSS 観測結果である。第１図上段に基線の配置を、下段に図中

に表示されている観測点の保守の履歴を示した。第２図は、それぞれの基線における基線長時系列グ

ラフで、左列に最近約５年間の時系列を、右列に最近約１年間の時系列を示した。2014 年 12 月頃か

ら一部の GNSS 基線で山体の膨張を示す地殻変動が見られる。具体的には、山体を挟む（２）「山都」

－「Ｓ吾妻小富士」、（３）「猪苗代２」－「Ｓ吾妻小富士」基線が伸び、山体を挟まない（５）「福

島２」－「Ｓ吾妻小富士」基線が縮むような地殻変動である。この動きは 2015 年７月頃から停滞して

いる。 

第３図は、吾妻山周辺の電子基準点及び気象庁の GNSS 観測点における最近３か月間と１年間の一

次トレンドを除去した水平変動ベクトル図である。一部の観測点で山体の膨張を示すようなベクトル

が見られる。 

第４図はだいち２号の SAR 干渉解析結果である。(b)(c)及び(d)では、吾妻山山体の広い範囲で衛

星に近づく変動が見られ、大穴火口付近でも衛星に近づく方向の変動が見られる。しかし、2015 年４

月と７月のペアである(a)ではノイズレベルを超える変動は見られない。 

第５図はだいち２号による干渉解析結果に基づいた変動源の推定（暫定）である。球状圧力源を仮

定した解析により、圧力源は、吾妻山（一切経山、吾妻小富士）の西側、深さ 1.3km（地表から概ね

３㎞）の位置に求められた。 
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第１図 吾妻山周辺の GNSS 連続観測基線図（上段：基線図、下段:保守履歴） 

Fig.1 (upper) Site location map of the GNSS continuous observation network around Azumayama Volcano;  

(lower) History of site maintenance. 
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第２図 吾妻山周辺の GNSS 連続観測結果（基線長 左列：2010 年９月～2015 年９月、右列：2014 年９月

～2015 年９月） 

Fig.2 Results of continuous GNSS observation around Azumayama Volcano; Time series of baseline length (left) 

from September 2010 to September 2015, (right) from September 2014 to September 2015.
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第３図 吾妻山周辺における GNSS 連続観測点の一次トレンド除去後の水平変動ベクトル図（上段：2015

年６月～2015 年９月、下段：2014 年９月～2015 年９月)  

Fig.3 Horizontal displacement of continuous GNSS observation sites removing linear trend around Azumayama 

Volcano (upper) from June 2015 to September 2015, (lower) from September 2014 to September 2015.
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第４図(a)  「だいち２号」PALSAR-2 による吾妻山周辺地域の解析結果  

Fig.4(a) Interferometric analysis of SAR acquired by ALOS-2 PALSAR-2 around Azumayama Volcano. 
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第４図(b)  「だいち２号」PALSAR-2 による吾妻山周辺地域の解析結果  

Fig.4(b) Interferometric analysis of SAR acquired by ALOS-2 PALSAR-2 around Azumayama Volcano. 
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第５図  ｢だいち 2号｣による地殻変動量を基にした球状圧力源モデル（暫定）  

Fig.5 Model of spherical pressure source based on amount of crustal deformation of interferometric analysis of 

SAR acquired by ALOS-2 PALSAR-2 around Azumayama Volcano (preliminary result). 

 


